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主 な 記 事 

１ 北海道胆振東部地震 
２ 北部方面隊総合戦闘力演習 
３ 平成３０年度総合戦闘射撃訓練 

４ 平成３０年度 
  旅団レンジャー集合教育徽章授与式 
５ 自衛官等募集中  
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 ９月６日午前３時７分頃、道央を中心に北海道

の広い範囲で強い地震があり、胆振管内厚真町で

は道内で初めて震度７を観測し大規模な土砂崩れ

が数多く発生するとともに、道内全域の約２９５

万戸が一時停電になるなど北海道は、かつてない

大地震による甚大な地震被害に見舞われました。 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）は、発災後直

ちに情報収集にあたり、管内各自治体等と連携を

図りつつ派遣準備を完了させ、旅団管内において

は帯広駐屯地所在の６個部隊が９月７日（金）帯

広市内で給食支援を実施するとともに、各駐屯地

はライフラインに被害の遭った被災地域に対する

生活支援などの派遣活動を行いました。 

 また、第５後方支援隊（隊長 大西１佐）は、

被害の大きい胆振・日高管内における派遣活動を

行う第７師団を増援、日高町において９月８日 

（土）から９月１９日（水）までの間、入浴支援

活動を行い、現地の野外入浴所「熊乃湯」を利用

した住民の方々は、「気持ち良かった。」「温か

いお風呂で緊張の糸がほぐれた。」など、ほっと

した様子で感想を述べました。 

 陸上自衛隊は、不自由な生活を余儀なくされて

いる被災者の方々が一日でも早く通常の生活に戻

れるよう、引き続き全力で災害派遣活動を行いま

す。 

  

～緊急登庁家族支援～ 
 帯広駐屯地（司令 笠松１佐）は、地震発生に伴い、駐屯地

業務隊（隊長 万波１佐）が「子ども一時預かり所」を開設し、

子どもの預け先がない、又は預け先への引き渡す時間を要する

隊員を対象とした緊急登庁支援を行いました。 

 業務隊は、これまで宿泊を伴う訓練とともに保育所研修を重

ねてきた中、今回は初めて実動での開設となり、預かり所を利

用した中平３曹（第５通信隊）は「このような制度は大変助か

り今後も利用していきたい」と話し、駐屯地は引き続き隊員の

即応態勢の維持向上に寄与するとともに、家族支援施策の実効

性の向上に努めていきます。 
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配食（帯広とかちプラザ） 

「熊乃湯」を利用する被災者（女湯） 

｢温かいご飯が 
 うれしい。ありがとう！｣ 

「熊乃湯」開設（男湯） 



全員が一致団結 
 第５化学防護隊（隊長 中村３佐）は、第２次旅団訓練検閲に
おいて、「主動性、先行性を発揮し創意を凝らし行動せよ」「あ
らゆる手段を尽くし生き残り、任務を遂行せよ」「安全管理」の
３点を隊長要望事項として、日頃から培った訓練成果を遺憾なく
発揮するとともに、全員が一致団結して旅団の作戦・戦闘に必要
な基盤を維持しつつ任務を完遂しました。 
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２０１８．９ ひ が し 北 海 道 だ よ り 第１７６号（２） 

 旅団訓練検閲 
～第５化学防護隊～ 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補)

は、８月２９日（水）から９月５

日（水）までの間、矢臼別演習場

及びオホーツク海沿岸において、

平成３０年度北部方面隊総合戦闘

力演習に参加するとともに、第２

次旅団訓練検閲を実施しました。 

 本演習において第５旅団は、人

員約１５００名、車両約５００両

及び航空機３機が参加し、実行動

による火力戦闘能力の向上に取り

組み、広範囲における迅速かつ精

密な火力打撃を主体とした防御と

し、前方地域を重視した流動的戦

闘かつ徹底した情報と火力及び障

害と火力の連携を重視した訓練を

実施しました。 

  
地下に構築された旅団指揮所 
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特科部隊の長射程実弾射撃 

空地一体の戦闘 

～機動と火力の連携～ 

８７式対戦車誘導弾の発射 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）

は、８月１９日（日）から８月２９

日（水）までの間、北海道大演習場

島松地区（以下 北大演）及び矢臼

別演習場において第４普通科連隊、

第６普通科連隊、第２７普通科連隊、

第５特科隊及び第５戦車大隊の隊員

約５６０名が参加して「平成３０年

度総合戦闘射撃訓練」を実施しまし

た。 

 本訓練は、北部方面隊総合戦闘力

演習の戦闘場面の設定のもと総合戦

闘射撃を実施し、増強普通科連隊を

基幹とした諸職種部隊間の連携及び

火力発揮要領を演練しました。 

 なかでも、北大演と矢臼別演習場

を一つの戦場とみなして相互に無線

連絡により、リアルタイムで作戦を

展開する訓練は北部方面隊で初の試

みとして行われました。参加した各

部隊は、機動と火力の連携を図り総

合的な戦闘射撃能力を向上させ、所

望の目的を達成しました。 

 

平成３０年度 
総合戦闘射撃訓練 

８７式対戦車誘導弾（発射装置）と 
戦車の連携 

戦車砲発射の瞬間 

小銃分隊による射撃 

    １１名の勇士誕生 
平成３０年度旅団レンジャー集合教育徽章授与式 

出迎えを受けるレンジャー学生 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）
は、９月２１日（金）、帯広駐屯地
において平成３０年度旅団レンジャ
ー集合教育徽章授与式を実施しまし

た。 

 約３カ月間にわたる過酷な訓練に
挑んだレンジャー学生１１名は、全
ての任務を完遂し家族、隊員等の盛
大な拍手に出迎えられ帰還しました。                                                 

(上） 
旅団長から 
徽章を授与される 
隊員 

（下） 
家族と 
久しぶりの 
再会 
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第５旅団 

ホームページ 

第 ５ 旅 団   

検 索  

Diamond 

第５高射特科中隊   
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第５旅団司令部付隊 浅見２曹夫人   

          浅見 梓  

 私は、平成３０年３月９日から３月２１日までの間、

ニセコ演習場及び同周辺で実施された「平成２９年度

上級スキー指導官養成集合訓練」に参加させて頂き、

上級スキー指導官に認定されました。  

 約２週間の養成集合訓練では、スケジュール満載の

日々で、一瞬たりとも無駄に出来ない貴重な時間を経 

  

「上級スキー指導官養成 

     集合訓練に参加して」 

験させて頂きました。こ

れからは、今までご指導

していただいた事を忘れ

る事なく、自分の役割を

果たす為に上級スキー指

導官として、冬季におけ

る指導者・助言者として、

陸上自衛隊の為に貢献し

ていけるように精進しま

す。 
(左端）細山２曹 

 私達は、今年の３月に入籍しました。 

 新生活の初日は車が埋まるほどの大雪

が降り、とても記憶に残るスタートとな

りました。 

 仕事の疲れを家には持ち込まず、家の

事にも積極的に手伝ってくれる主人に、

いつも感謝の 

気持ちでいっ

ぱいです。 

 これからも

二人で助け合

いながら、笑

いの絶えない

明るい家庭を

築いていきた

いと思います。 

「新婚生活」 


